菅平のクロビイタヤ by 奥原 弘人
北陸 の 植 物 第16巻第 1号 昭和43年1月
奥原弘人事 菅平のクロビイタヤ
H. OKUHARA : On Acer miyabei MAXIM. which is found 
at Sugadaira, Nagano Prefect. 




































January 1968 The Journal of Geobotany Vol. XVI. No. 1 
ウもとの高原lζ自生しているので菅平の植物も面白いと思ったが， とにかく長野県の一角
にもクロビイタヤがあるということを確めることができた。
その後，先lζカエテ
、
類を研究された緒方健氏から，「クロビイタヤの化石は宮城県などで
も見つかっているので，かつては中部以北に広くあったのが次第に滅亡して，ようやく所々
に残存しているのでしょうか。 北海道でも岩手でもその生育地は低湿地の一般には樹木の
生長にとって条件のよくない所で，残存植物というのは，しばしば乙ういう所に生き長らえ
ているようですが， ζれはどういうζとなのでしょうか。なお葉がこのように毛深いのは
北海道でも見
’
られるようです」との書検をとただいたが菅平の産地もやはり低湿地である。
終りに乙の記事をまとめるに当ってお世話になった前記の諸氏IC謝意を表する。
- 27 -
